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頴

傳
教
大
師
の
戒
の
立
場
を
標
示
す
る
語
と
し
て
、
最
近

二

乗
戒
」
な
る
言

(
1
)

鮮

が
用

い
ら
れ
て

い
る
。

も
ど
、

一
乗
戒
な
る
語

は
、
顯
戒
論
編
敬

偶
に
で
て

い
る
も

の
で
、
大

師

の
著
述
に
稀

に
み
る
用
語

で
あ
る
。

「我

今
顯
獲

一
乗
戒
、

(
2
)

利
樂

一
切
諸
有
情
、

爲
開
圓
戒
造
此
論
、

仰
願
常
佳
深
三
寳

」
と
あ
る
。
弟

子

光
定
等
は
、

さ
か
ん
に
、

大
師

の
戒
を

一
乗
戒

と
呼

ん
で

い
る

の
で
、

大
師
自

身
が
稀
に
し
か
使
用

さ
れ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、

大
師

の
戒

の
立
場
を
明
確
に

す
る
意
味
で

一
乗
戒

な
る
語

が
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
が
、

こ
の

一
乗
戒

の

一
乗
を

ど
う
理
解
す

る
か
が
問
題

で
あ

つ
て
、
華
嚴

の

一
乗

の
意
味

な

の
か
、
法
華

の

一
乗
を

さ
す

の
か
、
更

に
検
討
を
要
す
る
問
題
が
残
さ
れ

て

い
る
。
石

田
瑞
麿
氏

は

「
一
乗
戒

は
必
ず

し
も
法
華
ら

乗

の
戒

で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
然
性
を
含
ま
な

い
。

む
し
ろ
圓
戒
が
梵
網

圓
戒

で
あ
る
以
上
、

華
嚴

一
乗

の
戒

と
見
る

こ
と
を
許
す

よ
う

に
思
わ
れ
る
守

護
國
界
章

下
雀
に
救
華
嚴

家

一
乗
義
章
と

い
う

一
章
を
設
け

て
徳

一
を
論

難
し
た

一
例

が
じ
ゆ
う
ぶ
ん
示

し
て
く

れ
る
よ
う
に
、

法
華

と
同
様
、

華
嚴

も
最
澄

に
お

い
て
は
同
じ
く

一
乗

と
し
て
大
き
な
比
重
を
與
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
梵

網
を
結
経

と
七
、

そ
れ
を

内
包
し
た
意
味
で

の
華
嚴

一
乗
を
最
澄
が
今
顯

獲
し
よ
う
と
し
た

一
乗
戒

の
語

(
2
)

に
見

る
こ
と
が
出
來
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
、

傳
教
大
師
は
、
華
嚴

に
も
造
詣
が
深
く
、

法
華
と
同
様

に
華
嚴

を
重
視
し

て
い

る
と

い
う

こ
と
と
、

も
う

一
つ
は
そ
れ
に
關

連
し
て
、
梵
網

が
華
嚴

を
結
成
す

る
と
い
う
天
毫
大
師
の
梵
網
経
観
か
ら
の
傳
統
的
解
繹
の
上
か
ら
、

一
乗
戒
を

華
嚴
の
一
乗
と
推
定
さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
石
田
氏
の
こ
う
し
た
結
論
が
導
き

だ
さ
れ
た
そ
の
北具
尽
に
は
、
傳
教
大
師
が
梵
網
圓
戒
と
い
わ
れ
た
語
を
梵
網
と

圓
戒
と
は
同
じ
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
爲
で
あ
る
。
か

る

立
場
か
ら
、
華
嚴
の
一
乗
読
が
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
天
毫
で
扱
わ
れ
て

い
る
梵
網
が
、
軍
な
る
梵
網
で
な
く
、
天
皇
教
學
化
さ
れ
た
梵
網
で
あ
つ
て
、

梵
網
を
天
墓
教
學
の
中
に
導
入
さ
れ
る
と
き
、
梵
網
に
な
い
思
想
が
附
加
さ

(
4
)

れ
、

意
義

づ
け
さ
れ

て
い
る
。

か

鼠
る
思
想
的
意
義

づ
け
を
さ
れ
た
梵
網
を
圓

戒
と
呼
ぶ

の
で
あ

つ
て
、
意
義
づ
け
さ
れ
て

い
な

い
梵
網

を
圓
戒
と
呼

ぶ
こ
と

は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
傳
教
大
師
も
充
分
自
畳

さ
れ

て
い
た
如
く

で
あ

つ
、

顯

戒
論
巻
中

に
、

「論

日
。
新
宗
所
レ
傳
。
梵

網

圓

戒
。

分

備
二
圓

五
徳

汲

引
二
一
圓

根

當

知
。

圓

戒
、

圓
騰
、

圓

藏
、

圓

繹
、

圓

慧
。

非
二

天
壷
繹

一難
レ
可
二
傳
読

一也
。

今
高
徳
所
レ傳
。

非
二
圓
律

儀

こ

と

あ

つ

て
、
天

毫

の
繹
に
あ
ら
ざ
れ
ば
語

る
こ
と
が

で
き
な

い
と

い
つ
て
お
ら
れ
る

の
で
あ
る

か
ら
、

天
毫
教
學

化
さ

れ
た
梵
網

で
あ

つ
て
、
傳
教
大
師

以
前

の
梵
網

は
、

圓

の
律
儀

で
な

い
と
明

ら
か
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
新
宗
な

ど
と
殊
更
、

新

の
字

を
使
用
さ
れ

て
い
る

の
は
、

大
師
以
前
の
梵
網

と
大
師

の
梵
網

と
が
、
新

の
字

を
敢
え

て
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
、
意
味
内
容

が
違

つ
て
お

つ
た

こ

と
を
意
識
し

て
の
も

の
だ
と
推
想
さ
れ
る
。

か

ゝ
る
意

味

で
梵

網

と

い
わ

ず

に
、
梵
網
圓
戒
と
わ
ざ
く

圓
戒
の
二
字
を
附
加
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

從
來
、
傳
教
大
師
の
戒
を

「正
依
法
華
、
傍
依
梵
網
」
と
い
う
言
鮮
で
説
明

さ
れ
て
き
だ
の
で
あ
る
が
、
學
生
式
問
答
が
、
儒
撰
と
し
て
扱
わ
れ
る
限
り
、

正
依
法
華
の
意
味
は
傳
敢
大
師
の
戒
の
上
で
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
顯
戒

論
蹄
敬
偶
の
文
に
法
華
の
意
あ
り
と
い
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
法
華
の
意
と
い
う

よ
り
、
天
毫
敢
學
そ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
直
接
法
華
経
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
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に
は
相
當
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
「稽
首
十
方
常
寂
光
、
常
佳
内

澄
三
身
佛
、
實
報
方
便
同
居
土
、
大
悲
示
現
大
日
尊
、
稽
首
十
方
眞
如
性
、
妙

法

一乗
眞
實
教
、
四
教
五
味
樺
實
等
、
八
萬
法
藏

一
切
経
、稽
首
十
方
内
春
厩
、

(
6
)

大
智
大
悲
大
三
昧
、
第
一
義
諦
和
合
僧
、
地
前
地
上
諸
菩
薩
」
と
あ
り
、
常
寂

光
、
内
謹
三
身
佛
、
實
報
方
便
同
居
土
、
四
教
五
味
灌
實
等
は
、
法
華
経
と
い

う
よ
り
、
天
毫
教
學
の
用
語
で
あ
り
、
妙
法

一
乗
眞
實
教
と
い
つ
て
、
妙
法
蓮

華
経
と
い
う
経
で
な
く
教
に
な
つ
て
い
る
な
ど
、
天
台
に
封
す
る
鋸
依
文
で
あ

り
こ
れ
を

一
切
三
寳
の
鶴
依
文
と
解
繹
す
る
の
も
、
素
直
に
う
け
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
こ

は
天
墓
の
蹄
依
文
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
る
ま
い
か
。

か

る
、傳
教
大
師
の
戒
の
根
本
的
立
場
を
、天
毫
教
學
化
さ
れ
た
梵
網

(
一

乗
戒
11
圓
戒
)
と
規
定
し
た
と
き
、
一
乗
戒
の
基
調
が
、
天
毫
圓
戒
の
流
れ
の

中
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
法
華
経
や
華
嚴
経
に
そ
の
基
調
を
お
く
べ

き
で
な
い
。
だ
か
ら
、
一乗
戒
の
一
乗
は
、
華
嚴

一
乗
で
も
な
く
、
法
華

一
乗

で
も
な
い
。
こ
れ
は
明
膿
疏
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
乗
戒

一
致
読
の
展
開
と
し

て
把
握
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
明
暖
の
乗
戒

一
致
説
と
い
う
の
は

「制
敢
所

明
從
禁
悪
邊
而
得
戒
名
。
化
教
所
明
從
修
輝
學
慧
而
立
乗
構
、
此
則
別
也
。
若

其
通
者
三
學
相
須
如
目
足
並
能
運
載
所
趣
之
庭
。
通
得
名
乗
。
並
有
断
悪
之
能

十
総
名
戒
。
今
善
薩
戒
三
義
互
通
。
從
制
止
悪
名
之
爲
戒
從
制
起
行
常
佳
慈
悲

則
是
乗
也
。
故

一
一
戒
乗
戒
具
足
。
戒
即
法
身
乗
印
般
若
。
乗
戒
不
二
慈
悲
慮

(
7
)

化
即
是
解
脱
」
と
あ
り
、
止
悪
の
邊
よ
り
戒
、慈
悲
の
邊
よ
り
乗
と
定
義
づ
け
、

い
つ
れ
の
戒
に
も
、
止
悪
と
慈
悲

(行
善
)
が
内
在
す
る
と
し
て
、
乗
戒
互
融

の
旨
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
乗
戒
互
融
の
基
調
に
は
慈
悲
が
根
底
に
考
え
ら

れ
て
い
る
の
で
、
戒
に
慈
悲
的
意
味
が
強
調
せ
ら
れ
て
く
る
の
も
、
こ
れ
の
特

色
で
あ
る
が
、
こ
の

「乗
戒
不
二
慈
悲
鷹
化
」
と

「顯
獲

一
乗
戒
利
樂

一
切
諸

有
情
」
が
そ
の
意
趣
に
お
い
て
全
く
一
致
し
て
い
る
鐵
を
考
え
る
と
、
乗
戒

致
説
か

ら

一
乗
戒

の
展
開

が
豫
想
さ
れ
、

こ
の

一
乗
が
華
嚴

の

一
乗

で
な

い
こ

と

は
、
極

め
て
明
瞭

に
な

つ
て
く
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
唆

疏
か
ら
傳
教

大
師

の
戒

の
展
開

の
中

で
、
乗

戒

一
致
読
か
ら

一
乗
戒
と

い
う

一
線
が
豫
想

で

き

る
が
、

そ
れ
以
外

に

一
乗
戒

の
基
調
が
明
膿
疏
に
依

つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
顯
戒
論
巻

上
の
開
雲
顯
月
篇

に

「
天
台
道
遂
和
上
。

和
上
慈
悲
、

一
心
三

(
8
)

観
傳
二
於

一
言

菩
薩

圓

戒
。

授
二
於

至

信

天
毫

一
家
之
法
門
已
具

」

と
あ

り
、

一
心
三
観

と
菩
薩
圓
戒

が
、
止
観
法
門

と
戒
法
門

と
い
う
別

々
の
傳
授

で

あ
る
か
に
み
ら
れ
る
が
、
明
膿
疏

に
は
、
「
戒

の
事

に
約

し
乗

の
理

に
達
す

る
も

一
刹
那

の
心
に
十
戒
具
足
す
」
と
い

つ
て
、
一
心
三
観
を
出
な

い
も

の
だ

と
繹

し

て
い
る
。

も
と
よ
り
、
一
心
三
観

は
天
墓
法
門

の
基
調

で
あ
り
、
極
説

で
あ

る
か

ら
戒
法
門
に
限

つ
て
み
る
こ
と
は
出
來

な
い
が
、

一
心
三
観

と
菩
薩
戒

の
間

に

は
、
密
接

な
關
係

が
あ

つ
た
と
み
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

か
か
る
立
場

か
ら

一

乗
戒

の
意
味
を
考

え
る
な
ら
ば
、
一
乗
戒

の
語
源

の
み
な
ら
ず
、
そ

の
思
想
的
基

調
に
於

い
て
明
膿

疏
に
負

う
と
こ
ろ
大
な

る
も

の
が
あ

る
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
乗
戒

の

一
乗
が
全
く
法
華
経

の

一
乗
と
無
關
係

で
あ

る
と
論

断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
何
故
な
ら
、

法
華

一
乗

の
主
張
が
大
師
畢

生

の
悲
願

で
あ

つ
た
と
い
う
事
實

か
ら
み
れ

ば
、
法
華

一
乗
運
動

の

一
貫

と
し

て
、

一
乗
戒
を
提

唱
さ
れ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

か
か
る
大

き
な

流
れ

の
中
に

一
乗
戒
を
求

め
る
こ
と
も
可
能

で
あ

ろ
う

が
、
今

は

シ
ナ
天
毫

の

圓
戒
流
傳

の
中
に

一
乗
戒

の
基
調

が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す

る
に
と
ど
め
た
い
。
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